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Ⅰ. 序

ドイツの実践および理論において､ コントロー

リング (�����������) が注目されている｡
１)

それは､ 	
��年代後半にアメリカから紹介され

たものであり､ したがって､ コントローリング

の起源は､ アメリカのコントローラー制度

(�������������) にもとめられる｡

コントローラー制度は､ アメリカにおいて	


世紀後半に生成したものである｡ その後､ 	
	�

年代から	
��年代にかけてコントローラー制度

は著しく発展し､ 独立した会計機能を遂行する

コントローラー (���������)
２)
が企業におい

て設置されることとなった｡ さらに､ 第二次世

界大戦直後から	
��年代にかけて､ それはより

多くの企業に導入された｡ アメリカにおけるコ

ントローラー制度の研究がもっとも活発に行わ

れたのはこの時期であった｡
３)
ドイツの実務家

および研究者がアメリカを訪れ､ コントローラー

制度を学んだのはまさにこの頃であり､ その結

果､ アメリカのコントローラー制度がドイツに

紹介されたのである｡

しかしながら､ コントローラー制度の重要性

がドイツにおいて主張された当初､ それに関心

が示されることはほとんどなかった｡ その後､

それは	
��年代以降､ 社会的・経済的な背景の

変化や機能の進展にともなってドイツ企業にお

いて徐々に導入され､ また､ コントローリング

に関する多くの研究が明らかにされたのである｡

このようにドイツにおいて広く普及したコン

トローリングを理解するために､ 本稿において

は､ まず､ 	
��年代までのアメリカにおけるコ

ントローラー制度の発展過程およびその当時の

－ －��
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１) コントローリングはドイツ独自の概念であり､ 後述するように､ アメリカのコントローラー制度から発展し

たものであるが､ それらは異なるものであることに注意しなければならない｡ なお､ それら機能の担い手に

関しては､ ドイツとアメリカの両方においてコントローラーという名称が用いられている｡ また､ コントロー

リングに関して､ 統制 (��������) と混同される場合があるが両者は異なったものであり､ コントローリ

ングは統制を含むより広範な概念である｡

２) コントローラーという名称に関しては､ ドイツにおいては �����������が用いられる｡ ただ､ アメリカに

おいて､ ������������という綴りを用いることが､ 企業において一般的であったようである｡ このことに

関しては､ 以下の文献を参照｡ ����������������������������� !��������"#�����$���������%

&��"'��&�(����	
)
����	�－		�高宮 晋・安江健一訳 『コントローラー』 ダイヤモンド社､ 	
��年､ *－

	�ページ｡ 溝口一雄 ｢コントローラー制度の成立｣ 『会計』 第	�
巻第２号､ 	
*�年２月､ 	+�－	+*ページ｡

,�����!�-��.�������"�����������������,����/�"��0�1�����2�	������3���4�5���%

����/�������6!������"�0�����	
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３) コントローラー制度に関しては､ おもに､ 以下の文献を参照｡ �������������������訳書｡ 廣本敏郎 『米

国管理会計論発達史』 森山書店､ 	

+年､ 	+�－	*�ページ｡



コントローラーの職務を明らかにする｡ 次いで､

ドイツにおけるコントローリングの歴史的展開

およびその変遷について明確にし､ コントロー

リングがドイツの実践や理論に採り入れられる

にいたった経緯を明らかにする｡

Ⅱ. コントローラー制度の成立

周知のように､ コントローラー制度は､ アメ

リカにおいて生成・発展してきたものであ

る｡
４)
ジャクソン (���������	
	) によれば､

コントローラーの職位は､ ���年にアチソン・

トーペカ・サンタ・フェ鉄道会社 (���������

���������������������������) にお

いて初めて設置された｡
５)
しかしながら､ その

当時､ コントローラーの職務は会計よりむしろ

財務活動に関わるものであり､ 主に社債や株式､

証券の発行などを行っていたことが明らかにさ

れている｡ すなわち､ コントローラー制度の本

来的な機能を会計とみるのであれば､ ｢サンタ・

フェ鉄道会社における会計業務の責任者は･･･

コントローラーではなかった｣
６)
のである｡

その後､ ���年代から���年代にかけて会計

が財務より分離し､ 会計機能を担うコントロー

ラーが見られるようになり､
７)
その中心的職務

は予算統制や標準原価計算であった｡ また､

���年代におけるコントローラー制度の普及は

著しいものであり､ コントローラーの職位を設

置する企業の数が増加している｡ これは､ この

当時､ 企業の合併や集中が進行したために経営

管理の合理化が一層強く要請され､ そのために

予算管理､ 標準原価計算および財務諸表分析な

どを行うコントローラーの重要性が認識された

ためであると考えられる｡
８)

����年には､ アメリカにおけるコントローラー

の初めての公式団体であるアメリカコントロー

ラー協会 ( ���!����!�"�����#���$���!���；

 "�) が設立され､ その機関紙として ���

 ���!����!が公刊されることとなった｡
９)
ま

た���年代においては､ コントローラーの職務

がより広範なものとなり､ たとえば税務や監査

などの職務がそれに包摂されることとなった｡

���年代までのコントローラーは企業内部から

の要請に基づいて発展してきたが､ それ以降は

政府による規制が厳しくなり､ コントローラー

が外部報告などの職務に関わるようになったた

めである｡
�)

さらに､ ��%年代後半以降､ コントローラー

制度はさらなる普及をとげることとなった｡ ジャ

クソンが第二次大戦後に行った調査においては､

アメリカ主要企業��&社のうち�%�社 (約'�％)

がコントローラーの職位を設置していることが

明らかにされている｡
��)
この背景としては､ 戦

後､ 企業規模の拡大に伴って経営管理の合理化

産研論集 (関西学院大学) ��号 ����.�

－ －��

４) コントローラー制度の起源は紀元前にまで遡るという見解も見られる｡ しかしながら､ 今日のコントローラー

制度およびコントローリングへと直接発展するのは､ ��世紀後半にアメリカで生成したものであると考えら

れるため､ 本稿においては､ その時期以降の発展過程を明らかにしていく｡ また､ アメリカにおけるコント

ローラー制度と管理会計との両者の発展に照応関係が存在するとされているが､ 紙幅の都合もあり､ その点

に関しては触れていない｡

５) ���������	
	���	���	���	'－�	訳書､ ６ページ｡ 溝口一雄､ 前掲稿､ �'�－���ページ｡

６) 溝口一雄 ｢コントローラーシップの動向｣ 『国民経済雑誌』 第��%巻第４号､ ��'�年�月､ &�ページ｡

７) ���������	
	���	���	��	��	訳書､ ��－��ページ､ 溝口一雄､ 前掲稿､ &�－(ページ｡

８) このことに関しては､ たとえば､ 以下の文献を参照｡ 廣本敏郎 ｢米国生成期管理会計論の成立と展開｣ 『会

計』 第���巻第４号､ ����年４月､ %(－&�ページ｡

９) アメリカコントローラー協会は��(�年に改称され､ 現在は財務管理者協会 (���������)*��#��+��"�����#��,

�)") と称されている｡

�) 溝口一雄､ 前掲稿､ (�ページ｡ 廣本敏郎 ｢コントローラー制度と管理会計論｣ 『一橋論叢』 第��巻第３号､

���%年９月､ ��－���ページ｡

��) ���������	
	���	���	���	�－�	訳書､ ��－��ページ｡



や経営能率の向上が求められたこと､ 企業が競

争市場において活動する必要性にせまられたこ

と､ さらに企業の ｢社会的または信託責任

(����������	
������������������)｣ が増

大し､ そのためにコントローラー制度の機能が

以前より重要視されるようになったことが指摘

される｡
��)

それでは､ ����年代後半から����年代にかけ

て､ コントローラー制度の機能としてどのよう

なものが考えられていたのであろうか｡
��)
この

頃にコントローラーの役割として経営管理機能

がより強調されることとなり､
��)
近代的なコン

トローラー制度はこの頃に成立したとされてい

る｡
��)
たとえば､ 当時の代表的な研究者である

ジャクソンは､ 彼の著書において､ ①会計機能､

②監査機能､ ③税務機能､ ④解釈機能､ という

コントローラー制度の４つの基本的な機能を示

している｡
��)
また､ アンダーソン (��	�����

��) は､ コントローラー制度の機能を基本機

能と従属機能とに類型化した｡ まず､ 基本機能

としては報告および解釈機能を挙げている｡ そ

して､ 従属機能としては､ ①財産の管理および

保護機能､ ②法的報告と記録保持機能､ ③業務

統制および方針の樹立におけるマネジメント支

援機能､ の３つを挙げている｡
��)

コントローラーの機能は企業によって異なり､

また､ 文献によってさまざまに説明されている

ために､ 必ずしもそれが明確化されているとは

言えない｡ しかしながら､ ジャクソンやアンダー

ソンの見解からその当時のコントローラー制度

の特質が明らかになる｡ すなわち､ その機能は

会計制度を通じて経営管理を支援することであ

るといえよう｡ そして､ 予算統制や原価管理が､

そのような機能を果たすためのコントローラー

の具体的な手段とみなされていたのである｡
��)

Ⅲ. コントローリングの展開

ドイツにおいてコントローラー制度の重要性

が最初に主張されたのは����年代後半のことで

ある｡ それは､ 生産性向上運動の一環として訪

米視察団が派遣された後のことであった｡
��)

����年に行われた訪米視察団の報告では､ アメ

リカ企業においてコントローラーが経営管理に

とって不可欠であることが明らかにされている｡

そして､ その当時のアメリカにおけるコントロー

ラーの主な職務は予算統制と原価管理であり､

この報告書においてもその役割として予算編成､

コントローリングの生成と発展

－ －��

��) 古川栄一､ 溝口一雄共著 『コントローラー制度』 日本経済社､ ����年､ �－�ページ｡

��) 本稿においては､ 紙幅の関係もあり詳細を明らかにはしていない｡ このことに関しては､ 以下の文献が分か

りやすい｡ 古川栄一､ 溝口一雄共著､ 前掲書､ ��－��ページ｡

��) 溝口一雄､ 前掲稿､ ��ページ｡ 廣本敏郎､ 前掲稿､ ��ページ｡

��) この時点で､ コントローラー制度の発展がアメリカにおいてはすでにほぼ終えていたのである｡  !��

"��!��
� �#����$��������

��) %��&���%�'���������������－���訳書､ ��－��ページ｡

��) ��	��������(��������)���������*���+���,�-������������－��

��) 廣本敏郎､ 前掲稿､ ��－��ページ｡ なお､ コントローラー制度は����年代に入ってからその有用性を問われ､

大きな見直しを迫られたようである｡ コントローラー制度の����年代以降のことに関しては､ 主に以下の文

献を参照｡ 溝口一雄 ｢転換期におけるコントローラー制度｣ 『国民経済雑誌』 第���巻第６号､ ����年６月､

�－��ページ｡

��) これは､ 産業合理化運動の中心的な機関であるドイツ経済合理化協議会 (+�����������
�!./
������
0

	����
��*��1����*����+/1) が国際交流プログラムとして企画したものであり､ 多くの研究者や実

務家が派遣された｡ このことに関しては､ 以下の文献を参照｡ 工藤 章 『��世紀ドイツ資本主義－国際定位

と大企業体制－』 東京大学出版会､ ����年､ ���－���ページ｡ なお､ わが国にコントローラー制度が採り入

れられたのもこの頃である｡ ����年に通産省産業合理化審議会の答申 ｢企業における内部統制の大綱｣ にお

いてコントローラー制度の必要性が示されて以降､ 大企業を中心に経営管理組織に採り入れられるようになっ

てきた｡ また当時､ ジャクソンやマッキンゼーなどの著書の翻訳が行われ､ さらに､ 古川栄一や溝口一雄ら

によって多くの文献が出版されている｡



予算統制および原価計算が指摘されている｡
��)

したがって､ この当時のドイツでは､ コントロー

ラー制度の中心的機能は計算制度 (�������	
�

��
��) であると見なされ､ コントローラーの

職務は管理や統制を確実に行うために重要な情

報を提供することであると考えられていた｡

しかしながら､ 先ほど述べたように､ コント

ローラー制度はドイツの実践や理論においてあ

まり受け入れられなかったのである｡ 企業にお

けるコントローラーの職位の導入状況を示した

調査結果によると､ コントローラーの職位とそ

れに類似した職位を備えている企業数は､ わず

かに�社程度であった (図表１参照)｡ また､

その調査においては､ コントローラーの職位は

独立した組織ではなく､ おもに計算制度部門に

含まれていたことが明らかにされている｡
��)
こ

の理由としては､ コントローラー制度の機能が

計算制度のそれとあまり異ならなかったこと､

また､ その当時､ 戦後の復興以降西ドイツ経済

が成長を続けていたために企業管理に新しい機

能を採りいれる必要性が感じられなかったこ

と､
��)
さらには､ 西ドイツ企業において第二次

大戦以前からの伝統がより重視されたために､

実践や理論においてアメリカ的な管理技法の受

容に抵抗があったことなどが考えられる｡
��)

その後����年代に入ると､ コントローラー制

度にかわってコントローリングという概念が見

られるようになった｡
�)
すなわち､ まず実務に

おいて����年代前半から徐々にコントローリン

グという名称が用いられ､ 機能としてのコント

産研論集 (関西学院大学) ��号 ����.�

－ －��

��) この当時､ アメリカにおけるコントローラー制度は内部監査や税務などのより多くの機能を担っていたこと

が明らかであるが､ ドイツ企業におけるコントローラーがこれらの職務にたずさわっていることはまれであ

る｡ 溝口教授はこのことから ｢ドイツ企業の行き方はむしろコントローラーの本来的機能をうけついでいる

ともいえる｣ と述べている｡ 溝口一雄 ｢西ドイツにおけるコントローラー制度｣ 『国民経済雑誌』 第��巻第

４号､ ����年４月､ ��ページ｡

��) �	����������������������� !�"�!��#�	－$�"�#�%���	#& �'#�	��(!��"�����)�*�#	������－����

+!
"���������	
'�),#
����	�-����.�������

��) 小澤優子 ｢コントローリング理論の基本構想｣ 『関西学院商学研究』 第/�号､ ����年９月､ ２ページ｡

��) 工藤 章､ 前掲書､ /�/－/��ページ｡ また､ 工藤教授は､ 西ドイツと同じ敗戦国である日本企業とのアメリ

カ的企業管理の受け入れ方の違いを比較し､ ｢日本の経営層がアメリカ的管理をいわばまるごと受容するほ

どの意欲を示したのにたいして､ 西ドイツでは導入への意欲は微弱であり､ 部分的導入が試みられるにとど

まった｣ (工藤 章､ 前掲書､ /�0ページ) と述べ､ その差異をもたらした原因についても言及している｡

�) ヴェーバー (��������) とシェーファー (�����������) の調査の中で､ ����年代前半に最初に､ 企業にお

いてコントローリングという独立した部門の存在が明らかにされている｡ また､ リングナウ (1#�	�)����)

によると､ ����年代終わりにコントローリングという名称が徐々に普及したとされている｡ ただ､ コントロー

ラー制度という名称が完全に利用されなくなったのではなく､ その後もいくつかの企業や文献において利用

されている｡ �	�����������������������)�)�2�������31#�	�)�����)�)�2��������

図表１ コントローラーおよびそれに類似した職位の導入状況
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ローリングとその遂行者であるコントローラー

という名称が次第に普及していったのである｡

そして､ この頃からコントローリングは企業管

理に採り入れるようになった｡ 図表１からも､

コントローラーおよびそれに類似した職位を採

用する企業の数が����年代以降急速に増加し､

約���社においてそれらが設置されていること

が明らかにされている｡ また､ コントローラー

を独立したコントローリングという名称の部門

に属させる企業の数は､ 半数近くに達してい

る｡
��)

����年代後半にはより多くの企業にコントロー

ラーの職位が採り入れられることとなり､ 中小

企業においてもそのような職位が増加している

ことがキュッパー (����	
����) らの調査

(����年) において明らかにされている｡
��)
さ

らに､ ����年代以降もコントローラーの職位を

採り入れる企業の数は増加の一途をたどり､ コ

ントローリング部門を設置する企業の割合が約

７割に達している｡
��)

一方､ コントローリングに関する研究は����

年前後から徐々に行われるようになり､ それを

考察対象とする文献が����年代に入ってから見

られるようになった｡
��)
ハーン (������)

やホルヴァート (��
������) などがコント

ローリングに関する著書を最初に出版したのも

この頃である｡
��)
現在ではドイツのほとんどの

大学においてコントローリングの講座が開設さ

れ､ また､ それを考察対象とした文献も多数出

版されている｡

このようにコントローリングが実践や理論に

広く普及した背景として､ ����年代以降､ ドイ

ツ経済全体が不安定期を迎えていたこと､ さら

に､ ����年代には東西ドイツの統一後の不況が

挙げられる｡ また､ 企業の大規模化およびグロー

バル化や情報技術の急速な進展により､ 企業内

部の調整の必要性が高まったために､ コントロー

リングが重要となったと考えられうる｡
��)

また､ コントローリングが､ 広く普及するに

いたった要因として､ さらに､ その機能が発展

したことも考えられうる｡ 次節においては､ こ

のことに関して検討を加えたい｡

Ⅳ. コントローリングの変遷

����年代後半にアメリカのコントローラー制

度がドイツに紹介されてからコントローリング

として広く普及している今日にいたるまで､ そ

の機能はさまざまな変遷を経験している｡ それ

は､ リングナウ (���������) によると３つ

の発展段階に区分される｡ すなわち､ ����年代

後半から����年代終わりまでの初期段階､ ����

年代終わりから����年代後半までの普及段階､

さらには､ ����年代後半から現在にいたるまで

コントローリングの生成と発展
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��) ヴェーバーとシェーファーの文献によると ｢コントローラーとコントローリングに類似した職位の導入状況｣

とされている｡ しかしながら､ ヴェーバーの後の著書においては ｢コントローラーとコントローラーに類似

した職位の導入状況｣ と表現を修正しているため､ 本稿においてはそれに従っている｡ �� !	"	
�#$%���
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��) ただ､ ����年代後半に､ 実務家によっていくつかの論文が1&.などに掲載されている｡ その当時はおもに､

アメリカの企業管理におけるコントローラーを紹介したものであった｡ これは､ コントローラー制度がドイ

ツに紹介された当初､ アメリカ企業のドイツ支社においてそれがおもに導入されていたためであると考えら

れる｡ コントローリングの構想を詳細に論じた最初の学問的著作は､ ツュント (1��'�*) によって����年

に著されたとされている｡

��) �� ������$� �����(���'����
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	-������!�	("�'	����89��
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��) 小澤優子､ 前掲稿､ �－8ページ｡



の強化段階という３つがそれらである｡
��)
そし

て､ コントローリングの機能は､ これら発展段

階に応じて計算制度志向的なものから情報志向

的なもの､ さらには､ マネジメント志向的なも

のへと変化しているのである｡

①初期段階におけるコントローリング

すでに明らかなように､ アメリカのコント

ローラー制度が紹介され､ その重要性が主張

されはじめた当初､ その機能は計算制度のそ

れであると見なされていた｡
��)
したがって､

コントローラーの中心的な職務は予算統制や

原価計算であり､ それらを通じて彼らは経営

者の意思決定のために必要な情報を提供した

のである｡ ドイツ企業を対象に行ったコント

ローラーの職務に関する調査においても､ 彼

らの職務はおもに予算編成や予算統制､ 原価

計算および財務報告と分析であることが明ら

かにされている｡
��)
このことから､ ドイツに

おける初期のころのコントローリングは計算

制度志向的機能であり､ また､ コントローラー

の職務は過去志向的しかも受動的なものであ

ると考えられていた｡
��)

この初期段階の半ばから後半にかけての

����年代半ば以降､ その機能は徐々に情報志

向的なものへと進展していくこととなる｡ そ

れにともなって､ コントローラー制度という

名称はコントローリングへと変化したのであ

る｡ すなわち､ これまでの伝統的な計算制度

の領域に新たな問題が加わり､ 新しい機能と

してのコントローリングへと変化したことに

よって､ それはドイツの実践や理論に受け入

れられることとなったのである｡

②普及段階におけるコントローリング

この時期に､ コントローリングは著しく普

及することとなった｡ そして､ この当時のコ

ントローリングに関しては､ ハイテク化に後

押しされた形での情報志向的な考え方が中心

であった｡
��)
コントローリングの機能は情報

需要と情報供給の調整であると見なされ､ し

たがって､ 初期段階におけるそれと異なって

未来志向的かつ能動的なものであった｡
�	)
コ

ントローラーは差異分析や電子データ処理な

どにも関わり､ また､ 彼らが計画の設定､ と

りわけ戦略的な計画設定に関与しはじめたの

もこの時期である｡

③強化段階におけるコントローリング

��	�年代後半以降､ コントローリングはマ

ネジメント志向的なものに徐々に移行し､ 調

整を通じて企業管理を支援するものであると

見なされることとなった｡
�
)
そのような状況

においては､ コントローラーの職務はおもに､

財務的な立場からの計画立案や差異分析であっ

た｡ さらに､ すでに明らかなように����年代

以降は企業を取り巻く環境の変化が著しくな

り､ 企業管理において戦略に基づいた意思決

定が重視されている｡ そのような事情に規定

されて､ コントローリングに関しても､ 長期

的な視点で企業管理活動を支援する戦略的コ

ントローリング (�������������������
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��) ����"�#��$�% ���!!��&��������� ����� この文献に掲載されている図表２にはコントローラーの

職位の職務領域が､ また､ 図表３にはコントローラーに類似した職位の職務領域がそれぞれ別々に明らかに

されている｡ したがって､ 本文中に示したコントローラーの職務に関しては､ 筆者が両者の割合を考慮した

うえで判断したものを述べている｡ 普及段階および強化段階における職務も同様である｡
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����) が重視されるにいたっている｡ そして､

コントローラーの職務としては､ 中長期的計

画の立案の際に助言を行うことや予算管理な

どが注目されている｡

また､ ����年代後半からコントローリング

に関する研究が活発になり､ その機能を調整

とみなすコントローリング概念がホルヴァー

トによって主張されたのは���	年のことであっ

た｡

�)
その際に､ 彼はコントローリングを

｢計画､ 統制および情報供給を調整する管理

の支援を行うサブシステムである｣
��)
と理解

している｡ その後､ キュッパーによってコン

トローリングの対象が拡大されてその範囲は

管理システム全体に及ぶこととなり､
��)
彼は

｢コントローリング機能は本来目標へ向けら

れた管理を確実に行うために管理システム全

体を調整すること｣
��)
と定義づけたのである｡

図表２は､ これまで明らかにしてきた初期段

階から強化段階にいたるまでのコントローリン

グの３つの発展段階を示したものである｡ コン

トローラーの役割は､ 時代を追うごとにレジス

ターからナビゲーター､ そして､ イノベーター

としてのそれへと変化してきている｡
��)
それと

同時に､ 計算制度志向的なコントローラー制度

から情報志向的なコントローリングを経て､ さ

らにはマネジメント志向的なコントローリング

へという性格の変化が見られた｡ それに伴って､

コントローリングの生成と発展
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�) このようなコントローリングの基本構想は､ 現在､ もっとも有力な見解である｡ このことに関しては､ おも

に､ 以下の文献を参照｡ ������������������������
������������������������
��� ���!��"�#������

�����������������$��%"�����
�����	���小澤優子､ 前掲稿､ ���－���ページ｡
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��) キュッパーは､ 管理システムの要素として､ ホルヴァートによって限定された計画システム､ 統制システム

および情報システムという要素に加えて､ 組織と人事管理システムを挙げている｡ &�����������������

��6��������小澤優子､ 前掲稿､ ���－��7ページ｡

��) これは､ ヴェルゲの図表を元に､ 筆者が作成したものである｡ &���8�����$�������6�������

�
) コントローラーは､ ����年代後半に紹介された当時と比べて徐々に多くの職務に携わるようになってきてい

る｡ この図表においては､ 紙幅の関係もあり､ 一部の主要な職務のみを示している｡ このことに関しては､

おもに､ 以下の文献を参照｡ &���8�.���3�9�%"�������������6��������� ���!��"�#������6����

��－���

��) �����������98�.���3�91��*����1�/&��-���*��-*�-������������:"�-��+����-��-.��*����

���1�2�7��3��4����5����	
�

��) &���8�����$�������6�������

図表２ コントローリングの発展段階
��)

適応領域 主要な機能
�
)

性格・志向性

初期段階

(����年代後半

から��7�年代終

わり)

伝統的な企業の

計算制度：計算

制度志向的

・計算制度の指導

・原価計算

・予算統制

受動的

反応的

過去志向的

普及段階

(��7�年代終わ

りから����年代

後半)

企業における情

報システム：情

報志向的

・予算統制

・差異分析

・電子データ処理

能動的

調和的

未来志向的

強化段階

(����年代後半

から現在)

企業管理のシス

テムとしての独

自の領域：マネ

ジメント志向的

・財務報告と分析

・計画立案の支援

・差異分析

・予算統制

能動的

革新的

強く未来志向的



実践や理論に採り入れられ､ コントローリング

は広く普及することとなったのである｡

Ⅴ. 結

本稿の目的は､ ドイツ企業におけるコントロー

リングの生成と発展を明らかにすることである｡

そのために､ まず､ アメリカにおけるコントロー

ラー制度の����年代までの発展過程およびその

機能を明確化した｡ さらに､ ドイツにおけるコ

ントローリングの歴史的展開とその変遷につい

て考察してきた｡

コントローラー制度は､ アメリカにおいて��

世紀後半に生成したものである｡ ����年代には

会計機能を担う制度としてのそれが成立し､ コ

ントローラー制度は多くの企業に採り入れられ

てきた｡ さらに､ 第二次大戦後にコントローラー

の職位はより多くの企業に設置された｡ また､

コントローラー制度に関する研究がもっとも活

発化したのもこの時期であった｡ かかるコント

ローラーの職務は主として予算統制と原価管理

であり､ それらをドイツの実務家および研究者

が学び､ ドイツ企業に採り入れようと試みたの

である｡ しかしながら､ コントローラー制度が

ドイツに紹介された当初､ 実践や理論にほとん

ど採り入れられなかった｡ その原因については

すでに述べたとおりである｡ その後､ 企業内外

の環境変化の激化や国際化､ またそれと同時に､

計算制度志向的なものからマネジメント志向的

なものへというコンセプトの変化に伴ってコン

トローリングは徐々に普及し､ それは実践や理

論において不可欠なものとなっている｡

今日､ コントローリングに関して､ 調整志向

的な基本構想がもっとも有力視されている｡ す

なわち､ コントローリングの機能が企業の管理

システム全体における調整に求められているの

である｡ すでに述べたように､ このようなコン

トローリングの理解は､ 強化段階に入った����

年代後半から重要視されることとなった｡ その

後､ ����年代以降は企業を取り巻く内外環境の

変化が激化したことから､ コントローリングの

調整機能の重要性はますます高まってきている｡

そのような状況の中で､ 戦略的思考が必要とさ

れるようになってきており､ それとコントロー

リングとの関連について考察することが不可避

である｡ この問題について検討することは今後

に残された課題である｡
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